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■ 発電所における環境保全対策
地域環境の保全のため国・自治体の定める法令や自治体との間で締結した環境保全協定に基づき、発電所から排出するばい煙や
排水等の測定・監視を行うとともに、環境対策設備に最新の技術を導入しています。

■ PCB無害化処理の取り組み

■ 石綿問題への対応
当社グループは、2005年度に石綿（アスベスト）問題に関する対応方針を定め、新規使用を禁止するとともに使用状況等の調査

を定期的に実施し、適切に対応しています。

   当社グループでは、PCB(ポリ塩化ビフェニル)廃棄物の法定期限内での全量処理に向けて取り組んでいます。
高濃度PCB廃棄物については、処理期限（2020年度末）までに処理を完了しました。低濃度ＰＣＢ廃棄物については、社外の無害化
処理認定施設で処理を行っており、処理期限（2026年度末）までに計画的に処理します。

集合高煙突

排ガス測定装置

地表面での濃度を低
くするため高煙突を
設置しています。

水中放流方式
水中から放水し、温排水の
拡散範囲を小さくします。

排水処理装置
発電所内の排水は中和・凝集・沈殿等
の処理を行ったうえで排水します。

深層取水方式

〔火力発電所の例〕

深層部から温度の低い海水を取水し、放水と放
水口付近の海水との温度差を少なくします。

緑化対策
地域の気候風土に適した
樹木を植樹し、発電所の
緑化を行っています。

SOx、NOx濃度を連続
測定監視します。

燃料対策
LNGや低硫黄燃料
などを使用します。

排煙脱硝装置
NOxをアンモニアと反
応させて除去します。NOxの発生を抑制します。

低NOxバーナ、二段燃焼
方式と排ガス混合方式

電気式・ろ過式集じん装置
静電気を利用した電気集じん装
置等で、ばいじんを除去します。

排煙脱硫装置
SOxを石灰石を溶解させた水に接
触吸収させ、除去します。

漏洩防止対策・浸透防止対策
油や薬品の流出、土壌への浸透
を防止します。

騒音対策・振動防止対策
変圧器、通風機などの騒
音・振動を防止します。

① クラゲ防止網
② カーテンウォール
③ 取水口
④ 除塵装置
⑤ 循環水ポンプ
⑥ 開閉装置
⑦ 変圧器
⑧ 発電機
⑨ 蒸気タービン
⑩ 復水器
⑪ 給水ポンプ
⑫ ボイラー（火炉）
⑬ ガス混合ファン
⑭ アンモニア注入装置
⑮ 空気予熱器
⑯ 押込通風ファン
⑰ 灰処理装置
⑱ 石こう製造装置
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・景観対策・自然保護
・緑化

・構内排水対策・温排水対策
・漏油防止対策

・硫黄酸化物（SOx）対策
・窒素酸化物（NOx）対策
・ばいじん対策
・粉じん飛散防止対策

・漏洩防止対策
・浸透防止対策

土壌汚染防止対策

騒音、振動、悪臭防止対策

周辺環境調和対策水質汚濁防止対策大気汚染防止対策

大気・水域などへの環境負荷の低減、騒音・振動・土壌汚染・悪臭の防止および景観との調和

化学物質の適正な管理

地域特性に応じた生物多様性への配慮
生物多様性の保全に関しては、「昆明・モントリオール生物多様性枠組」の採択や、我が国における「生物多様性国家戦略

2023-2030」の策定など国内外の動きが加速しています。当社では「経団連生物多様性宣言」への賛同等を通じて生物多様性
に関する取り組みを推進しています。

発電所などを新しく建設､増設するときは､法令等に基づき､最新の技術を駆使した環境アセスメントを実施します。周辺の自然
環境や社会環境にどのような影響があるか事前に十分な調査・予測・評価を行うとともに､地域の皆さまの意見を聞き､それらを踏
まえ適切な環境保全対策を講じることによって､周辺への環境影響を最小限に抑えています。

■ 発電所運転開始後の周辺環境のモニタリング
発電所運転開始後には、関係自治体と締結した環境保全協定等に基づいて、発電所周辺における大気、海域などの環境の状況を

モニタリングし、関係自治体にその結果を報告するとともに公表しています。

三隅発電所環境等監視結果
https://www.energia.co.jp/area/shimane/entry/12008.html

島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果（島根県ホームページ）
https://www.pref.shimane.lg.jp/bousai_info/bousai/bousai/genshiryoku/sihannki.html

経団連生物多様性宣言イニシアチブホームページ
http://www.keidanren.or.jp/policy/2020/055.html

■ 発電事業に関するリスクと機会
当社の国内の主要な発電所は瀬戸内海国立公園や大山隠岐国立公園などを有する自然豊かな中国地域にあり、生物多様性の

保全にとって重要な地点に位置しています。当社では今般、ＴＮＦＤ※1フレームワーク（ベータv0.4版）を参照し、国内発電事業に関
するリスクと機会について以下のように整理しました。今後、より詳細な分析・対応を検討していきます。

■ 環境アセスメント（環境影響評価）の実施

Ⅲ．地域環境保全の推進
①大気・水域などへの環境負荷の低減
②騒音・振動・土壌汚染・悪臭の防止
および景観との調和

③PCB・石綿など化学物質の適正な管理
④環境アセスメントの実施など地域特性に応じた
　生物多様性への配慮

高濃度PCB廃棄物処理状況
（環境関連データ集）
https://www.energia.co.jp/ener-
gy/energia/kankyou/index.html

石綿問題への取り組み
https://www.energia.co.jp/ener-
gy/energia/ishiwata/index.html
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消波ブロック
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人工リーフ

方塊
ブロック

被覆
ブロック
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（テトラポッド80t型）

護岸

人工リーフ断面図 ヒノキ人工林（岡山県苫田郡）

Jブルークレジット発行証書交付式

TOPICS
島根原子力発電所３号機では、防波護岸前面の海域に人工リーフ（浅瀬）を
設置することにより、水深が浅くなったことで、海底面に太陽光が届きやすく
なり、クロメなどの海藻草類や魚介類の良好な繁殖・生育の場となっています。
当社は、藻場がCO₂を吸収して温室効果ガス削除につながることに着目し、
Jブルークレジットの審査において、2017～2021年の5年間で15.7tのCO₂
吸収量が認証され、クレジットとして取得しました。

人工リーフの設置による魚介類の生育環境の創出 水源かん養林の維持管理

水力発電に必要な水を継続して
確保・利用するため、岡山県の吉井
川・高梁川、広島県の太田川の上流
に約1,500haの水源かん養林を保
有し維持管理を行っています。
これらの森林は、水源かん養機能
を持つほか、ＣＯ₂の吸収や土砂流出
の防止、野生動植物の生息環境保
護など多くの機能を有しています。

※1 Taskforce on Nature-related Financial Disclosuresの略（自然関連財務情報開示タスクフォース）　※２ 水需給のひっ迫等の水資源問題
※3 火力発電に特有の事項　※4 「民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域」を国が認定する区域

◆Ｊブルークレジット創出等による企業価値の向上
◆Ｊブルークレジット創出ノウハウ等を活用した自治体等
　との協業による新たな市場機会の獲得

◆将来的な水ストレス※２の増加による規制の強化に伴う出力抑制
◆燃料原産地における環境・政策の変化に伴う燃料調達の困難化・価格の高騰
◆将来的な排出ガス規制の強化※3
◆生物多様性に対する対応が不十分と判断された場合の信用低下、事業活動への影響

◆水源かん養林を活用したＪ-クレジット創出による新たな
市場機会の獲得や、自然共生サイト※4認定等による
企業価値の向上

◆将来的な規制強化による取水・放水制限による出水率の低下
◆上流・下流での生物多様性保護に関する対応コストの増
◆生物多様性に対する対応が不十分と判断された場合の信用低下、事業活動への影響

島根原子力発電所3号機の人工リーフ併用防波護岸による
藻場造成を活用したJブルークレジットの認証について
https://www.energia.co.jp/info/2023/14538.html
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